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１．要旨 

2017年 5月 16日から 2017年 5月 22日まで、Rutgers

大学のEnrique Curchitser准教授を東京大学大気海洋

研究所に招へいし、北西太平洋の高解像度領域海洋

循環－魚類回遊成長結合モデルの計算期間の延長に

ついて議論をした。新たにリリースされた

SODA3.3.1を側方境界条件として利用した計算結果

について議論し、赤道域において赤道波を抑制する

ために用いた高粘性領域の設定が機能していないこ

とを明らかにし、設定の変更方針を決めた。また、

マサバ回遊モデルのコーディング方針について議論

をし、マサバ回遊モデルについては、衛星データか

ら算出した環境場を用いた数値実験を先に開始する

ことを決定した。 

 

２．研究の背景 

日本の東に位置する黒潮親潮混合水域は、物理的

にも、生物・生態系にとっても重要な海域である。

栄養塩に飛んだ親潮起源の冷水と、温暖な黒潮起源

の海水との混合が、回遊魚の生態に及ぼす影響は重

要であることが示唆されている。これまで報告者は

北東太平洋版 ROMS-NEMURO.FISH（Rose et al., 

2015）の開発に携わり、カリフォルニア海流域にお

けるカタクチイワシとマイワシの魚種交替に関する

研究を展開してきた。このモデルを北西太平洋用に

改良し、マサバ、マアジ、スケトウダラなどが潮汐

18.6 年変動からどのような影響を受けるのか評価す

ることを目的としている。 

 

３．研究計画・作業仮説・方法 

ROMS-NEMURO.FISH（Rose et al., 2015）は、

Rutgers大学のRaphael Dussin博士がコーディングを

改良しており、北西太平洋版ROMS-NEMURO.FISH

（水平解像度約 6km）は改良コードに基づき構築さ

れている。 

これまで ROMS-NEMURO.FISH の大気外力に

CORE-Ver.2 を利用し、また側方境界条件も

CORE-Ver.2 で 駆 動 し た Simple Ocean Data 

Assimilation（SODA）ver.2.1.6を利用していた。しか

し、計算期間が 2008年までに限定されるため、大気

境界条件を MERRA-2 (Modern-Era Retrospective 

analysis for Research and Applications)に、側方境界条

件もMERRA-2で駆動した SODA ver.3.3.1に変更す

ることで 2015年まで計算可能な状況にした。しかし、

計算結果では、黒潮の流路変動が激しく、非現実的

な流路を取ることが示された。 

モデル領域には、赤道域が南端に限定的に含まれ

ており、赤道域の力学が正確には取り入れることが

できない状況にある。このため、赤道域だけで粘性

を高くして、非現実的な赤道波を抑制する方法を取

ったが、その方法が正しく機能していない可能性が

疑われた。この仮説に基づき、モデル計算結果を議

論した。 

一方、マサバの回遊モデルの開発が進みつつあり、

マサバ回遊モデルを駆動する海洋環境場が必要な状

況になったため、その対応について議論した。 

 

 



４．成果 

モデル結果を解析した結果、赤道域に導入したは

ずの高粘性領域が正しく機能していないことが判明

した。具体的には、赤道上で発生した強い渦が、モ

デル南西境界を伝搬し、計算不安定が発生する状況

にあった。モデルの設定条件を再度検討した結果、

赤道域の高粘性領域が正しく機能していないことが

わかったため、該当部分を修正し、再計算を行った

ところ、計算結果はかなり改善された。 

また、確認のため、側方境界条件に用いている

SODA Ver3.3.1における海面高度場を確認し、黒潮流

路が正常な位置にあることを確認した。このことか

ら、赤道域の非現実的な波動を抑制することで、

ROMS-NEMURO.FISH においても現実的な黒潮流

路の再現が期待される。 

また、マサバ回遊モデルの駆動については、衛星

から求めた海面水温、海面流向・流速、海面 Chl-a

を用いる方針とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．モデルにおける 1986年 5月 13日の解明高度

場。モデル南西境界に強い渦が形成されている。 

 

図 2．SODA ver.3.3.1の 1986年 5月の月平均海面高

度(m)。 
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